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１． 手形発行システムの概要 
 

 

 １－１ 手形発行システムの特長 

 

 

   １   手形発行データの受入連動。 

キーボード入力の他、会計システム・支払管理からの受入連動、他ホストシステ

ムから CSV データの受入連動など、発行データは、それぞれの処理形態に応じた

方法で入力できます。 

 

 

   ２   手形用紙は、銀行配布の単票手形用紙。 

銀行からの単票手形用紙がそのまま使えますので、わざわざ、連続用手形用紙な

どを用意する必要もなく、余計なコストもかかりません。 

 

 

   ３   １時間３６０枚の高速発行。 

１枚当り１０秒で発行し、支払締め日の繁忙期における大量のデータもスピーデ

ィーに処理できます。(CanonLBP8610 手差し) 

 

 

   ４   “節印機能”で印紙代を節約。 

発行額面金額により、印紙代が最小となるように自動計算して手形を分割します。 

入力時あるいはホスト側では分割する必要はありません。 

通常、発行額面金額の平均額により異なりますが、約１０～２０％の節税効果が

見込まれます。 

 

 

   ５   手形券面の金額は、漢数字または算用数字が選択可能。 

手形の金額欄は、漢数字または算用数字のどちらかを選択できます。（算用数字の

金額印字フォントに関しては、主要金融機関２０行の承諾を得ています。） 

また、手形額面金額・手形額面金額（予備）の組み合わせは、算用数字・漢数字

の組み合わせが標準設定されていますが、算用数字・算用数字、漢数字・算用数

字の組み合わせも選択できます。 
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   ６   銀行別の手形券面印字位置調整機能。 

本来、手形券面の各項目の位置は標準化されているはずのものですが、銀行によ

り、多少の差異が有るのが実情です。 

手形をきれいに発行するため、銀行ごとに各項目の印字出力位置を調整できる機

能が用意されています。、 

 

 

   ７   収入印紙欄の印紙税申告納付スタンプ印字。 

手形券面の収入印紙欄にいちいち額面金額に応じた印紙を貼る手間が省けます。 

また、事前に収入印紙を手当しておく必要もなくなります。 

（初期に、所管の税務署への届け出が必要です） 

 

 

   ８   手形振出人の印影もサインフォント（電子保存したフォント）出力。 

手形券面の振出人の印影についても、銀行届出の印影を振出人欄にイメージフォ

ント印字出力します。 

振出人が変更となった場合も、対応できます。 

 

 

   ９   手形管理項目の有効活用。 

手形発行用データ以外にも管理項目として、“摘要”“部門”“科目”が入力および

手形控え欄に印字できます。 

また、これら管理項目別の集計表も作成でき、発行データの項目別有効活用が図

れます。 

 

   

   １０  充実の手形発行帳表。 

手形発行する前のデータチェックや発行後の管理のための各種帳表が、画面ある

いは印刷出力できます。 

これらのうち『印紙税明細一覧表』は、発行後の印紙税申告納付時に利用します。 

 

 

   １１  発行済データの手形管理システム連動。 

手形発行済データは、手形管理システムへデータ連動します。 

銀行別・期日別・取引先別など、手形管理帳表が作成されます。 
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Ｎｏ  

   Ｙｅｓ 

 

 １－２ 手形発行システムの処理フロー 

 

 

 

 支払データ入力   支払管理    ホスト CSV     会計ｼｽﾃﾑ 

 

                             

 

 

 

   支払データ修正 

 

 

              手形データ 

 

 

              支払データ 

             チェックリスト 

 

 

                        【 市販レーザープリンター 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              手形発行 

               データ 

 

 手形送付案内 

 

       手形管理     会計ｼｽﾃﾑ    手形発行 

                      帳表 

     手形ﾃﾞｰﾀ連動  仕訳生成 

             超財務ﾃﾞｰﾀ連動 

             （支払手形勘定） 

 

・取引先 

・銀行 

・摘要／部門／科目 

・手形レイアウト 

手形発行のデータ入力は、キーボード入力・支払管理連

動・ホスト CSV 連動・会計システム連動など、それぞ

れの処理形態に最適の方法で入力できます。 

 

入力された手形データを『支払データチェックリスト』

でチェックします。 

◎ 単票手形用紙 

◎ 金額印字は漢数字または算用数字 

◎ 収入印紙欄は申告納付スタンプ印字 

◎ マルチ機能プリンタ（帳表／手形） 

◎ 低騒音でオフィス環境に最適設計 

手形発行 

マスター 

・ 支払データチェックリスト 

・ 銀行別発行一覧表 

・ 取引先別発行一覧表 

・ 印紙税明細一覧表 

・項目別集計管理表（摘要／部門／科目） 

支払手形 

推奨 

CanonLBP861

0 ｼﾘｰｽﾞA3対応 

他ﾒｰｶｰは手形券

面をテスト印刷

して剥がれない

か確認要 
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２． 手形発行 
 

銀行配布の単票手形用紙に発行します。 

 

 

【 手形発行サンプル 】 

①手形額面金額は、漢数字または算用数字が選択可能です。改ざん防止の高品質の手形が発

行できます。手形額面金額・手形額面金額（予備）は算用数字・漢数字の組み合わせが標

準設定されていますが、算用数字・算用数字、漢数字・算用数字の組み合わせも選択でき

ます。 

１）手形額面金額＝算用数字、手形額面金額（予備）＝漢数字  （標準設定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）手形額面金額＝算用数字、手形額面金額（予備）＝算用数字 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）手形額面金額＝漢数字、手形額面金額（予備）＝算用数字 
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⑤振出人サインフォント ④管理項目印字 

②収入印紙欄 ③項目印字位置調整 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②収入印紙欄 

申告納付スタンプを印字し、後日申告納付できます。 

 

③項目印字位置調整 

支払期日欄などすべての項目について各銀行別の手形用紙に合わせて、印字位置調整できます。

導入初期に、支払銀行ごとの手形印字位置レイアウトを設定します。 

 

④管理項目印字 

控え欄に、手形本券の印字項目に加え管理目的のための摘要・部門・科目などの項目を印字で

きます。発行後の、管理に役立ちます。 

 

⑤振出人サインフォント 

銀行に届け出している同じ印影の振出人を出力します。 
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３． 手形発行帳表 
 

    手形発行に関わる各種帳表を出力します。 

 

《 データ入力時 》 

 

    支払管理     ホストCSV   会計ｼｽﾃﾑ 

                            （買掛金・未払金等） 

 

 

    データ入力    手形データ       支払データ 

                         チェックリスト 

 

 

 

《 手形発行 》 

             手形データ 

 

 

 

 

 

《 手形発行後 》 

             手形発行済       銀行別発行一覧表 

               データ 

 

 

                         取引先別発行一覧表 

 

 

 

                         印紙税明細表 

 

 

 

                         項目別管理一覧表  ・摘要 

                                   ・部門 

                                   ・科目 

 

 

 

・入力順 

・銀行順 

約束手形 

・ 銀行配布の単票手形用紙(ｿﾌﾄｳｪｱのみ) 

・ 金額チェックライター刻み印字 

印紙税 

申告納付 

添付資料 
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    手形発行システムメニュー画面より、リスト作成 をクリックしますと、下記の作成 

    リスト指定の画面になります。 

    この画面から、出力したい帳表を選択指定します。 

 

 

    【 手形発行作成リスト指定画面 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ◎ 全ての帳表について、プレビュー画面表示で確認できます。 

 

    ◎ 用紙サイズは、標準帳表でＡ４ヨコとなっています。 

      マスターチェックリスト（各登録名称リスト）は、Ａ４タテ出力です。 

 

    ◎ 各帳表とも、出力指定で見たいデータを絞り込んで作表でき、ムダなく効率的な 

      処理が行えます。 

      【 出力指定例 】 『支払データリスト』の場合 

                 対象項目 ……… 入力順／銀行順 

 

                 出力範囲 ……… 入力ＳＥＱＮｏ／銀行コード 

 

                対象データ …… 全データ／発行済／未発行 

 

                 出力形式 ……… プレビュー／印刷出力 
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  １―１ 支払データチェックリスト／入力順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出力指定    入力順     開始番号～     全データ     プレビュー 

         銀行      終了番号指定    発行済      印刷出力 

                           未発行 

 

   ※ １．キーボード入力 

     ２．支払管理からのデータ連動 

     ３．ホストシステムからのデータ連動 

     の方法で入力された、手形発行データをチェックリスト出力します。 

 

   ※ 入力順で出力し、入力原始データとの突合せチェックに利用します。 
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  １―２ 支払データチェックリスト／銀行順 

 

 

   ※ 発行前データの場合、手形Ｎｏが空白となっています。 

     （発行済の場合、手形Ｎｏが表示されます。） 

     （発行時、手形用紙の開始番号を発行時入力して、１件１件のデータに手形Ｎｏが 

      自動付番更新されます。） 

 

   ※ 手形の振出銀行別に、発行するデータを明細出力します。 

 

   ※ データ入力では１件であっても、手形額面金額により“節印分割機能”（収入印紙代 

     節約のための手形分割）が働き複数枚数に分割され、複数データになるものもありま 

     す。（上記出力例では、左端のＩＤ項目欄が空白となっているデータが分割生成され 

     たデータです。） 

 

   ※ この銀行別支払データチェックリストでは、発行される手形１枚ごとの明細で表示さ 

     れますので、銀行ごとの発行枚数および全銀行での総発行枚数が分かります。 
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  ２ 銀行別発行一覧表 

 

 

 

 

 

 出力指定              全データ 

         銀行範囲指定    発行済 

                   未発行 

 

   ※ 手形発行データを銀行別・発行順に明細出力します。 

 

   ※ 上記帳表では、手形Ｎｏが入っていますので発行済データであることが分かります。 

     また、帳表ヘッダー部に“出力指定：発行済”と表示されています。 

 

   ※ 節印分割により、複数枚数に分割された手形はその明細表示と共に、手形合計が表示 

     され、あわせて印紙税も同時に表示されます。 

 

 

 

プレビュー 

印刷出力 
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  ３ 取引先別発行一覧表 

 

 

 

 

 出力指定              全データ 

        取引先範囲指定    発行済 

                   未発行 

 

   ※ 手形発行データを取引先別に明細出力します。 

 

   ※ 取引先別に“節印分割”あるいは“業者分割”（取引先の要望に合わせて手形額面金     

額を分けて分割発行する）されたデータについては、発行明細とその合計金額を出力     

します。 

 

   ※ 管理項目として、摘要・部門・科目を設定している場合、上記帳表のように“備考欄”     

以降に、手形内訳・部門名・科目が表示されます。 

 

 

プレビュー 

印刷出力 
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  ４ 印紙税明細表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出力指定           全データ 

       対象データ指定  発行済    振出日範囲指定 

                未発行 

 

   ※ 月間の手形発行済データに基づき、印紙税の単価別に発行枚数・印紙税額・金額を 

     一覧出力します。 

 

   ※ 印紙税申告納付の場合は、この帳表に基づいて税務署に申告納付します。 

     （初めて申告納付する場合は、この『印紙税明細一覧表』と合わせて、手形発行明細 

     のリスト例えば『支払データチェックリスト（発行済）』や『銀行別発行一覧表（発 

     行済）』が必要となることもあります。） 

 

   ※ また、申告納付でなく収入印紙を手形券面に貼る場合においても、必要となる印紙税 

     の単価別内訳枚数が即把握できますので、収入印紙の管理が確実に行えます。 

 

 

 

 

プレビュー 

印刷出力 
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  ５ 摘要集計管理一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出力指定           摘要 

       対象項目指定   部門    摘要コード範囲指定 

                科目 

 

 

   ※ 月間の手形発行済データに基づき、“摘要”別に発行枚数・発行金額・印紙税額を 

     一覧出力します。 

 

   ※ “摘要”の設定例 

     上記帳表では、０００１ ： 買掛支払手形 

            ０００２ ： 設備支払手形 

            ０００３ ： その他支払手形   と設定している場合です。 

 

   ※ 摘要については、任意の管理目的に合わせた設定ができますので、それぞれの管理 

     レベルに沿った管理一覧表として、利用できます。 

 

 

プレビュー 

印刷出力 
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  ６ 部門集計管理一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出力指定           摘要 

       対象項目指定   部門    部門コード範囲指定 

                科目 

 

 

   ※ 月間の手形発行済データに基づき、“部門”別に発行枚数・発行金額・印紙税額を 

     一覧出力します。 

 

   ※ “部門”の設定例 

     上記帳表では、０００１ ： 東京本社 

            ０００２ ： 大阪支社 

            ０００３ ： 名古屋支店 ～  と設定している場合です。 

 

   ※ 部門については、各社の事業所に合わせた設定ができます。それぞれの部門管理 

     レベルに沿った管理一覧表として、利用できます。 

 

 

 

 

 

プレビュー 

印刷出力 
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  ７ 科目集計管理一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出力指定           摘要 

       対象項目指定   部門    科目コード範囲指定 

                科目 

 

 

   ※ 月間の手形発行済データに基づき、“科目”別に発行枚数・発行金額・印紙税額を 

     一覧出力します。 

 

   ※ “科目”の設定例 

     上記帳表では、０３１２ ： 買 掛 金 

            ０３１４ ： 未 払 金 

            ０３１９ ： 未払費用    と設定している場合です。 

 

   ※ 科目については、各社の科目体系に合った設定をします。 

     ここで設定された科目に基づいて、手形発行済データの取引仕訳を自動生成して超財 

     務システムにデータ連動することができます。 

 

 

 

 

プレビュー 

印刷出力 
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４． 手形発行システムのメニュー 
 

    手形発行システムは、初期の“登録業務”と毎月の“手形発行業務”とから成ってい 

    ます。 

    毎月の発行業務は“データ入力・修正”および“手形発行”“リスト作成”そして他 

    システムとのデータ連動を行う“特殊処理”があります。 

 

 

【 手形発行システムの業務選択画面 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 通常処理  

手形支払データの入力、

入力されたデータの修

正・削除を行います。デ

ータＮｏ、銀行あるいは

取引先を指定し、迅速 

  に検索できます。 

 手形発行  

銀行別に手形を発行します。 

レーザープリンターにより

高品質手形を自動発行しま

す。 

 基本設定  

ボリューム登録（手形発行

をする会社マスターの基

本情報の登録）、取引先・

銀行・摘要・部門・科目の

名称や手形レイアウト名

を登録します。 

 外部データ連動  

支払データの外部連動を処理

します。手形発行データの取

込み連動および発行済データ

の外部転送を行います。 

 リスト作成  

  発行前のチェックリストか 

  ら発行後の銀行別発行一覧 

  表や取引先別発行一覧表、 

  印紙税申告納付のための印 

  紙税明細一覧表などの出力 

  をします。 
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 ４－１ 手形発行のためのマスター登録 

 

 

《 新規導入時 》 

 

 

 

 

 

《 登録業務 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボリューム登録 
手形発行を処理する会社マスターの基本情報を登録し

ます。 

複数の会社登録（マルチボリューム）ができます。 

 

 

 

手形の受取人名を登録します。 

＊ここで登録した取引先名は、手形管理システムと 

 共用します。 

＊Ｎｉｃ手形発行からの変換処理で登録可。 

 

手形振出をする銀行を登録します。 

＊ここで登録した銀行名は、手形管理システムと共 

 用します。 

＊Ｎｉｃ手形発行からの変換処理で登録可。 

 

管理項目の１つとして“摘要”を登録します。 

手形券面の控えに、この摘要名を出力できます。また

発行後の管理帳表として『摘要集計管理一覧表』が作

成できます。 

 

管理項目の１つとして“部門”を登録します。 

発行後の管理帳表として『部門集計管理一覧表』が作

成できます。 

 

 

管理項目の１つとして“科目”を登録します。 

発行後の管理帳表として『科目集計管理一覧表』が作

成できます。 

 

 

銀行別に手形発行印字位置登録した手形レイアウト名

を設定します。 

銀行ごとの手形券面の微妙な印字位置のズレを調整し

て、きれいな手形が発行できます。 

 

 

 

取引先登録 

銀行登録 

摘要登録 

部門登録 

科目登録 

手形レイアウト名設定 
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 ４－２ 支払データの入力・修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支払データ入力 
手形支払データをキーボード入力します。 

振出銀行や取引先名は５０音検索入力でコードレス入

力できます。 

支払金額により節印分割機能が働き、１データ入力で

複数枚に分割された手形データが自動生成されます。 

 

     項   目    入力必須 

     ・銀行       ○ 

     ・取引先      ○ 

     ・振出日      ○ 

     ・支払期日     ○ 

     ・管理番号 

     ・金額       ○ 

     ・摘要 

     ・部門 

     ・科目 

 

 

 

データ入力後、『支払データチェックリスト』でデータ

チェックを行い、修正がある場合、該当データを検索

スキャンして修正・削除します。 

また、業者分割（取引先からの要望により手形額面金

額を要望金額に分割して手形を発行する）に基づき、

修正入力をします。 

 

 ・ データ入力順検索 

 ・ 項目指定検索 

 

 

支払データ修正 
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 ４－３ 約束手形発行・リスト作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４－４ 外部データ連動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約束手形発行 
キーボード入力あるいは外部連動で受け入れた手形支

払データに基き、約束手形を自動発行します。 

銀行別に手形用紙をセットし、連続自動発行します。 

金額は、レーザープリンターにより漢数字または算用

数字の高品質手形を発行します。 

 

 

手形発行に関する発行前・発行後の各種帳表を画面照

会あるいは印刷出力します。 

 

 ・ 支払データチェックリスト 

 ・ 銀行別発行一覧表 

・ 取引先別発行一覧表 

・ 印紙税明細一覧表 

 ・ 摘要集計管理一覧表 

 ・ 部門集計管理一覧表 

 ・ 科目集計管理一覧表 

 

リスト作成 

支払データ外部連動 手形支払データをテキスト形式により外部連動で取込

み処理したり、発行後のテキストデータを外部に転送

処理します。 

外部からの取込み処理時に節印機能の有り・無しの選

択指定をして受け入れできます。 
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５． 支払データ入力 
 

    手形発行するデータをキーボードから入力します。 

    入力したデータは、一旦『支払データチェックリスト』に出力します。 

    チェック後修正等があれば、支払いデータ修正で修正・追加・削除を行い、正しいデー 

    タにします。 

 

 

 ５－１ 支払データ入力 

 

    手形支払いデータをキーボード入力します。 

 

 

  入 力 項 目   タイプ 桁数   必須      備      考 

 ① 銀 行     数字７桁 ○  銀行コード入力または５０音検索 

 ② 取引先     数字又は英数12桁 ○  取引先コード入力または５０音検索 

 ③ 振出日     数字８桁 ○  西暦入力 

 ④ 支払期日    数字８桁 ○  西暦入力 

 ⑤ 管理番号    英数４＋数字６桁  

 ⑥ 金 額     金額１２桁 ○   

  （節印フラッグ） チェックマーク      入力金額を自動節印分割します。 

  （発行済 〃 ） チェックマーク      発行済データはここにﾌﾗｯｸﾞが立ちます。 

 ⑦ 摘 要     数字４桁         摘要コード入力または５０音検索 

 ⑧ 部 門     数字４桁         部門コード入力または５０音検索 

 ⑨ 科 目     数字４桁         科目コード入力または５０音検索 

 

① 銀行 

② 取引先 

 

③ 振出日 

④ 支払期日 

⑤ 管理番号 

⑥ 金額 

金額により節印分 

割され、複数枚自 

動表示されます。 

（節印フラッグ） 

（発行済フラッグ） 

 

⑦摘要 

⑧部門 

⑨科目 



超財務ＳＵＰＥＲＡシリーズ                        手形発行システム 

21 

 

 ５－２ 支払データ修正 

 

    キーボード入力あるいは外部連動取込み処理したデータを『支払データチェックリス 

    ト』でチェック後、修正･削除します。 

 

１． 通常修正  …… データ入力順に画面表示して、訂正箇所を修正します。まず通常ボタ 

            ンをクリックします。 

 

      ① 指定ボタン・次データボタン・先頭データボタンでデータ検索。 

 

データ入力順番号 

の表示 

 

 

 ② 振出日・支払期日・管理番号・金額の修正は、  ③ 

   修正箇所をポインタ指定して直接修正データ 

   を入力します。 

   【例】手形金額を業者分割（受取人からの要 

      求金額に基いて手形を分割する）によ 

      り、修正入力できます。 

 

 

 

摘要・部門・科目については、 

▼ボタンをクリックしてリスト 

ボックス表示し、その中から正 

しいデータを選択して修正しま 

す。 
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２． 検索修正   …… 銀行および取引先をコード順検索あるいは５０音検索で修正対象 

             データを選択確認して、訂正箇所を修正します。まず、検索ボタン 

             をクリックします。 

 

① コード順検索ボタン又は５０音検索ボタンをクリックして銀行と取引先を検索 

  します。            （下記画面では、取引先をコード順検索で 

                   入力したコード以降の取引先名がリスト 

                   ボックスに表示されている例です。） 

 

 

 

 

 ② 振出日・支払期日・管理番号・金額の修正は、  ③ 

   修正箇所をポインタ指定して直接修正データ 

   を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

摘要・部門・科目については、 

▼ボタンをクリックしてリスト 

ボックス表示し、その中から正 

しいデータを選択して修正しま 

す。 
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 ３． 手形内訳データ修正   …… 手形の内訳データの修正を行います。 

 

① 

 コード順検索ボタンまたは ５０音検索ボタンをクリックして検索。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②修正対象データを確認して、 

手形データ修正ボタンをクリッ

クします。 

③手形内訳データ修正の画面が表示

され、データの修正ができます。

修正の際には合計金額が一致しな

いと差額が表示されます。差額が

出ている状態で更新しようとする

と、メッセージが表示され更新す

ることはできません。 
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 ４． 削 除   …… 銀行および取引先をコード順検索あるいは５０音検索で削除対象 

             データを特定して、削除します。まず、検索ボタンをクリックし 

             ます。 

 

① 

 コード順検索ボタンまたは ５０音検索ボタンをクリックして検索。 

 

 

 

 

 

                        ② 

   ③ 確認のダイアログ 

     “表示データを削除します。” 

     の画面でＯＫボタンをクリックして 

     削除します。 

 

 

 

 

削除対象データを確認して、 

表示データ削除ボタンをクリック 

します。 
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６． 登録業務 
 

    手形発行する際のマスター基本情報を登録します。 

    ボリューム登録と名称登録があります。 

 

 ６－１ ボリューム登録 

    新規導入時に、手形発行を行う会社マスターの基本情報登録します。 

⑤ 節印実行額 ：手形額面金額により節印機能（節印にチェックマーク有りの場合）が働き、手形振出金

額を複数枚数に分割できます。その節印を実行する最低金額を設定します。上記例では、１０万円以上

の金額に対して節印処理が行われます。 

⑥ 最小限度額 ：節印分割する場合の、最小端額の限度額を設定します。 

⑦ 最大限度端額：発行する手形の端数額の最大限度額を設定します。 

⑧ 最大発行枚数：１データで節印分割する最大枚数を設定します。 

⑨ 収入印紙文面：収入印紙を貼付する代わりに所轄の税務署への申告納付届け出により、申告納付文章

を印字します。漢字３０文字以内でその文章を登録します。 

 

 

 

 

 

⑩ 取引先の設定：取引先コードの桁数と文字タイプ（数字又は英数）の設定をします。この手形発行シ

ステムと連動する他システム（支払管理や手形送付案内、手形管理やホストシステム）との整合性を

とるため、それらと同一の設定とします。 

 

 

 

■ 登録項目 

① 会社コード：数字３桁 

② 会社名：漢字３０字 

（①と②は登録会社ﾏｽﾀｰ一覧で登録

した内容が反映されます。） 

③ 住 所：漢字３０字 

④ 地 区：漢字３０字（手形振出地） 

    都道府県名を入力します。 
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 ６－２ 名称登録 

 

    手形発行で必要な各名称の登録を行います。 

 

  １．取引先 ………………… 支払手形の受取人を登録します。 

  ２．銀 行 ………………… 支払手形を発行する振出銀行を登録します。 

  ３．摘 要 ………………… 管理項目として任意の摘要を登録します。 

                『摘要集計管理一覧表』で摘要別に集計表が作成できます。 

                （例）買掛支払手形・設備支払手形・その他支払手形 

  ４．部 門 ………………… 管理項目として部門を登録します。 

                『部門集計管理一覧表』で部門別に集計表が作成できます。 

                （例）東京本社・大阪支社・名古屋支店 ・ ・ ・ 

  ５．科 目 ………………… 管理項目として科目を登録します。 

                『科目集計管理一覧表』で科目別に集計表が作成できます。 

                （注）手形発行データを自動仕訳生成して超財務システム 

                   へデータ連動を取る場合は、コード・科目名は超財 

                   務と同一設定にします。 

  ６．手形レイアウト名設定 … 銀行別の手形用紙ごとに手形券面印字項目の印 

                字位置レイアウトが設定でき、各銀行の用紙に合ったきれ 

                いな手形が発行できるようになっています。 

                ここでは、その印字位置レイアウト名を設定します。 

 

  ■ 登録項目指定画面 

 

    登録する項目ボタンをクリックします。 
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 ６－２－１ 取引先登録 

 

    支払手形の受取人を登録します。 

 

 

 

  登録後、上記画面のリストボタンをクリックして『取引先データリスト』を出力します。 

 

           登録後 

           リスト出力 

 

 

  取引先データリストの範囲指定・出力形式を指定選択します。 

 

 

    『取引先データリスト』は、プレビューあるいは印刷出力します。 

 

① 取引先コード：  

   数字１２桁（最大）又は 

   英数１２桁（最大） 

 （注）ボリューム登録の取引 

    先設定によります。 

 

② 取引先名：漢字３０字 

 

③ ５０音：カナ４字 

 

登録内容を確認して、更新を 

クリックします。 
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  ■ 取引先チェックリスト 

 

    画面プレビューの一例です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ※ 印刷出力の場合は、Ａ４タテ用紙に出力します。 
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 ６－２－２ 銀行登録 

 

    約束手形を発行する振出銀行を登録します。 

 

 

 

 

 

 

  登録後、上記画面のリスト作成ボタンをクリックして『銀行チェックリスト』を出力します。 

 

           登録後 

           リスト出力 

 

 

  銀行チェックリストの範囲指定・出力形式を選択指定して出力します。 

 

 

 

① 銀行コード：数字７桁 

（注）手形管理と共有します。 

（注）全銀協ｺｰﾄﾞが望ましい。 

   銀行コード＝４桁 

   支店コード＝３桁 

 

② 銀行名：漢字１６字 

 

③ ５０音：カナ４字 

 

④ 手形レイアウト 

  銀行ごとに印字位置調整し 

  た手形レイアウトを選択。 

 

登録内容を確認して、更新を 

クリックします。 

データ削除 
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  ■ 銀行チェックリスト 

 

    画面プレビューの一例です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ※ 印刷出力の場合は、Ａ４タテ用紙に出力します。 
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 ６－２－３ 摘要登録 

 

    約束手形の券面上の控え欄に出力する摘要名称を登録します。 

    ここで登録した摘要に基いて、『摘要集計管理一覧表』を作成します。 

 

 

  登録後、上記画面のリスト作成ボタンをクリックして『摘要チェックリスト』を出力します。 

 

           登録後 

           リスト出力 

 

 

  摘要チェックリストの範囲指定・出力形式を選択指定して出力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 摘要コード：数字４桁 

 

② 摘要名：最大漢字３０字 

 

③ ５０音：カナ４字 

 

 

登録内容を確認して、更新を 

クリックします。 
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 ６－２－４ 部門登録 

 

    ここで登録した部門に基いて、『部門集計管理一覧表』を作成します。 

 

 

  登録後、上記画面のリスト作成ボタンをクリックして『部門チェックリスト』を出力します。 

 

           登録後 

           リスト出力 

 

 

  部門チェックリストの範囲指定・出力形式を選択指定して出力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 部門コード：数字４桁 

 

 

② 部門名：最大漢字３０字 

 

③ ５０音：カナ４字 

 

 

登録内容を確認して、更新を 

クリックします。 
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 ６－２－５ 科目登録 

 

    ここで登録した科目に基いて、『科目集計管理一覧表』を作成します。 

 

 

  登録後、上記画面のリスト作成ボタンをクリックして『科目チェックリスト』を出力します。 

 

           登録後 

           リスト出力 

 

 

  科目チェックリストの範囲指定・出力形式を選択指定して出力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 科目コード：数字４桁 

   支払管理や超財務との連 

   動処理を考慮し、同一 

   コード設定とします。 

 

② 科目名：最大漢字３０字 

 

③ ５０音：カナ４字 

 

登録内容を確認して、更新を 

クリックします。 
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 ６－２－６ 手形レイアウト名設定 

 

    銀行ごとに手形券面上の各項目印字位置を微調整できます。 

    銀行ごとに設定したその印字位置登録を“手形レイアウトレポート名”として決め、 

    先述の銀行登録での“手形レイアウト”のところで関連付けしておきます。 

    これにより、どこの銀行の手形用紙にもきれいな手形を発行することができます。 

 

 

 

 

 

設定情報を印刷出力

します。 

設定情報を再設定

します。 
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７． 外部データ連動処理 
 

    手形発行データの外部連動処理を行います。 

    “外部取込み”と“外部転送”とがあります。 

 

 

 

 

    会計ｼｽﾃﾑ・                         会計ｼｽﾃﾑ 

    支払管理 

 

    ホスト                           手形管理 

    CSV ﾃﾞｰﾀ 

 

 

 

   ※１ 外部取込み、外部転送ともＦＤ(他)のＣＳＶ（可変長）方式で書き込んだデータを 

      受け入れ、あるいは書出しします。 

   ※２ ファイル名は、ＴＨＳ１００．ｃｓｖとします。 

 

 

 

 

 

 

 

外部 

取込み 

外部 

転送 

手形発行 

データ 

外部データ連動 をクリックします。 
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 ７－１ 外部取込み 

 

    手形発行データを外部から受け入れ連動処理します。 

    ＣＳＶ（可変長）方式で書出したファイルをドライブ(指定場所ﾌｫﾙﾀﾞ)にセットします。 

① 抽出処理ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

節印処理する場合は「はい」をクリ

ックします。 

取引先の自動登録を行う場合は「はい」

をクリックします。 

“外部データ取込みは完了しました” 

取込みデータ件数表示で確認します。 
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 ７－２ 外部転送 

 

    手形発行データをドライブ(指定場所ﾌｫﾙﾀﾞ)にＣＳＶ（可変長）方式で書出し処理します。 

 

①書き出しする際に、適当なファイル名をファイル一覧に入力し、転送処理ボタン

をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドライブ(指定場所ﾌｫﾙﾀﾞ)へ転送されます。 

 

転送データ件数表示で確認します。 

 ＯＫ をクリックします。 
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 ７－３ 外部取込み／外部転送のデータ仕様 

 

    手形発行データを外部取込み／外部転送する際のデータ仕様はつぎの通りです。 

 

  手形発行データレイアウト①（『KOZISC00P』形式フォーマット） 

 

◆ カンマ区切り文字ファイルフォーマット形式。 

◆ 外部連動用に作成される基本ファイル。 

◆ 各項目の区切りをカンマで認識、テキストの区切りは""で認識します。 

 

    項 目 名        連動  ﾀｲﾌﾟ  桁   備             考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）空白とする場合は、””を入れてください。 

２）振出日ＳＷ、支払期日ＳＷおよび受取人ＳＷのＳＷは、プリントスイッチのことで、      

手形本券上にそれぞれの項目をプリントするかしないかの指定フラッグです。 

         ０：プリント  １：ノンプリント 

３）日付は、西暦（８桁）または和暦（６桁）で入力します。 

４）作成したデータファイルは、原則ＦＤで受け渡しします。 

５）銀行、受取人、摘要、部門、科目の名称については、手形発行システムで登録した

名称になりますので、それぞれに対応したコードで入力してください。 

 

Ｓ Ｅ Ｑ         数値  ４ 『０』固定 

銀 行 コ ー ド         ○ 数値  ７ 手形振出銀行 

振 出 日         ○ 数値  ８ 

振 出 日 Ｓ Ｗ         数値  １ 『１』固定 

支 払 額         ○ 数値 １２ 

支 払 期 日         ○ 数値  ８ 

支払期日ＳＷ         数値  １ 『１』固定 

振出人コード         数値  ４ 

受取人コード         ○ 英数 １２ 桁数はﾎﾞﾘｭｰﾑﾗﾍﾞﾙ登録の設定によります。 

受 取 人 Ｓ Ｗ         数値  １ 『１』固定 

受 取 人 名         ○ 漢字 ３０ ""区切り 

予 備         英数  ２ ""区切り、『ｽﾍﾟｰｽ』固定 

摘 要 コ ー ド         ○ 数値  ４ 

管理番号（上）         ○ 英数  ４ ""区切り 

管理番号（下）         ○ 数値  ６ 

手形番号（上）         ○ 英数  ４ ""区切り 

手形番号（下）         ○ 数値  ６ 

部 門 コ ー ド         ○ 数値  ４ 

科 目 コ ー ド         ○ 数値  ４ 

予 備         英数 １０ ""区切り、『ｽﾍﾟｰｽ』固定 
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  手形発行データレイアウト②（『支払管理』形式フォーマット） 

 

◆テキスト形式で、データの羅列されたフォーマット形式。 

◆『支払管理システム』内の手形発行データ作成処理により作成されるファイル。 

 

    項 目 名        連動  ﾀｲﾌﾟ  桁   備             考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）空白とする場合は、””を入れてください。 

２）振出日ＳＷ、支払期日ＳＷおよび受取人ＳＷのＳＷは、プリントスイッチのことで、      

手形本券上にそれぞれの項目をプリントするかしないかの指定フラッグです。 

         ０：プリント  １：ノンプリント 

３）日付は、西暦（８桁）または和暦（６桁）で入力します。 

４）作成したデータファイルは、原則ＦＤで受け渡しします。 

５）銀行、受取人、摘要、部門、科目の名称については、手形発行システムで登録した

名称になりますので、それぞれに対応したコードで入力してください。 

 

 

 

※一部プログラムによっては、データ・フォーマットが違う場合や機能しない項目がある場合があ

ります。 

 

Ｓ Ｅ Ｑ         数値  ４ 『０』固定 

銀 行 コ ー ド         ○ 数値  ７ 手形振出銀行 

振 出 日         ○ 数値  ８ 

振 出 日 Ｓ Ｗ         数値  １ 『１』固定 

支 払 額         ○ 数値 １２ 

支 払 期 日         ○ 数値  ８ 

支払期日ＳＷ         数値  １ 『１』固定 

受取人コード         ○ 英数 １２ 桁数はﾎﾞﾘｭｰﾑﾗﾍﾞﾙ登録の設定によります。 

受 取 人 Ｓ Ｗ         数値  １ 『１』固定 

受 取 人 名         ○ 漢字 ３０ 

予 備         英数  ２ 『ｽﾍﾟｰｽ』固定 

摘 要 コ ー ド         ○ 数値  ４ 

部 門 コ ー ド         ○ 数値  ４ 

科 目 コ ー ド         ○ 数値  ４ 

管理番号（上）         ○ 英数  ４ 

管理番号（下）         ○ 数値  ６ 

手形番号（上）         ○ 英数  ４ 

手形番号（下）         ○ 数値  ６ 

予 備         英数 １０ 『ｽﾍﾟｰｽ』固定 
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８． 手形発行・超財務データ連動 
 

    手形発行システムから手形発行済データを仕訳生成して超財務システムに連動します。 

 

 

 

 

                   仕訳生成 

                   連動処理 

 

 

 

 

  手形発行データの仕訳生成超財務データ連動処理フロー 

 

 ① 手形発行済データを指定し、抽出します。 

 

 

  対象データ 

  SEQ No指定 

 

 

 

 

 

 

 

        ② 発行済データに対して   ③ 生成した仕訳データ 

          仕訳生成変換テーブル     を外部ﾃﾞｰﾀ受入処理で 

          をみて仕訳データを      会計マスターに 

          自動生成します。       転記します。 

 

 

   仕訳パターン例 

 

                               借    方          貸    方 

 手形種別   月日  伝票No課税  科 目  枝番  部門  科 目   枝番   部門    摘   要 

 

 支払手形  振出日  （任意） 枠外 買掛金  取引先  部門 支払手形  取引先  部門 支払期日・取引先 

 

 

 

手形発行済 

手形管理デ

ータ 

会計ｼｽﾃﾑ 

マスター 

会計システム 

外部ﾃﾞｰﾀ受入 

仕訳生成 

変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

手形発行 

マスター 

仕訳生成 

連動処理 
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９． Ｎｉｃ手形発行マスター変換処理 
 

    Ｎｉｃ手形発行システムで使用していた手形発行マスターを、継続して利用できます。 

    Ｎｉｃ手形発行マスターのうち、受取人名称と銀行名称を超財務シリーズの手形発行シ 

    ステムで使用する手形発行マスターに連動変換処理します。 

    迅速・正確な初期立ち上げができ、Ｎｉｃシステムからのスムーズな移行ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  手形発行マスター・受取人名称の変換 

 

 

 

 

 

                          受取人名称 

                          銀行名称 

 

 

 

 

  手形発行マスター・銀行名称の変換 

 

 

 

 

 

 

                           ※ Ｎｉｃ手形発行システムから 

                             正確で迅速なマスター移行が 

                             できます。 

 

 

Ｎｉｃ発行・管理マスター変換処理のプロ

グラムから実行します。 

 

手形発行の 

受取人名称および銀行名称をクリックし

て変換処理を行います。 

 

 

 

Ｎｉｃ 

手形発行 

マスター 

変換連動 

手形発行マスター 

受取人名称 

銀行名称  

 

 


